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新
年
の
ご
挨
拶
で
も
触
れ
ま
し
た
と
お

り
、現
在
『
令
和
の
御
造
替
事
業
』
を
行
っ

て
お
り
、
本
年
二
月
よ
り
本
格
着
工
す
る

予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
三
年
中
の
竣

工
を
目
指
し
計
画
を
進
め
て
参
り
た
く
存

じ
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
八
幡
神
社
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
素
よ

り
種
々
ご
高
配
に
預
か
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
御
本
殿
を
始
め
神
社
施
設
の

建
て
替
え
、
境
内
の
整
備
事
業
（
令
和
の

御
造
替
事
業
）
を
執
り
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
元
年
十
一
月

十
九
日
夕
刻
、仮
殿
遷
座
祭
が
斎
行
さ
れ
、

御
本
殿
並
び
に
お
末
社
（
稲
荷
社･

人
麿

社･

庚
申
社
）
の
御
神
霊
は
仮
殿
に
お
遷

り
に
な
り
ま
し
た
。
御
神
徳
の
更
な
る
発

揚
を
願
い
ま
す
と
と
も
に
令
和
の
御
大
禮

を
奉
祝
し
当
事
業
を
進
め
て
参
り
た
く
存

じ
ま
す
の
で
、
ご
参
拝
の
皆
様
に
は
ご
迷

惑
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
卒

ご
理
解
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
五
月
一
日
、
先
帝
陛
下
か
ら
今
上
陛

下
へ
の
御
譲
位
に
よ
り
皇
位
が
継
承
さ

れ
、「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
へ
と
改
元

さ
れ
ま
し
た
。
全
身
全
霊
を
も
っ
て
象
徴

と
し
て
の
務
め
を
果
た
さ
れ
、
常
に
国
民

を
思
い
寄
り
添
っ
て
こ
ら
れ
た
上
皇
陛
下

の
大
御
心
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。
そ
し
て
そ
の
大
御
心
を
受
け

継
ぎ
、
我
が
国
の
発
展
は
も
と
よ
り
、
世

界
の
平
和
、
人
類
の
福
祉
と
繁
栄
を
願
い

天
皇
陛
下
は
御
即
位
さ
れ
、「
剣
璽
等
承

継
の
儀
」を
始
め「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」「
大

嘗
祭
」
な
ど
御
即
位
関
連
の
諸
行
事
は
滞

り
な
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
皇
室
の
長

い
伝
統
と
我
が
国
の
悠
久
の
歴
史
に
思
い

を
致
し
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た

令
和
の
御
代
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を

誓
い
、
御
即
位
を
お
祝
い
申
し
上
げ
た
く

存
じ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
令
和
二
年
庚か
の
え
ね子
の
年
に
な

り
ま
す
。
元
号
も
令
和
に
改
ま
り
初
め
て

の
お
正
月
を
迎
え
、
十
二
支
も
一
巡
し
て

『
子
（
ね
ず
み
）』
年
と
な
り
ま
し
た
。
ね

ず
み
は
繁
殖
力
旺
盛
な
こ
と
か
ら
、
子
孫

繁
栄
の
象
徴
で
あ
り
、
小
さ
な
体
で
あ
り

な
が
ら
様
々
な
場
所
で
力
強
く
生
き
抜
く

生
命
力
を
持
つ
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
『
子
』
は
本
来
『
孳じ

』
と
い
う
漢
字
で
、

「
子
を
生
む
、
茂
る
、
ふ
え
る
」
と
い
う

意
味
を
も
ち
ま
す
。
十
干
の『
庚
』は『
更
』

と
い
う
漢
字
に
通
じ
、
植
物
の
生
長
が
止

ま
り
新
た
な
形
に
変
わ
ろ
う
と
す
る
状
態

を
意
味
し
ま
す
。
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の

こ
の
一
年
が
衰
え
る
こ
と
な
く
更
な
る
飛

躍
へ
と
通
じ
る
年
と
な
る
こ
と
を
願
う
次

第
で
す
。

末
筆
な
が
ら
氏
子
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
令
和
二
年
元
旦

令
和
元
年
八
月
十
一
日
、
令
和
の
御
大
禮

を
奉
祝
し
御
本
社
神
輿
の
神
幸
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
好
天
と
な
り
ま
し
た
が
、
非
常
に

暑
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
午
前
十
一
時

発
輿
式
を
執
り
行
い
、
御
本
社
神
輿
が

賑
々
し
く
担
ぎ
出
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

い
っ
た
ん
山
車
に
載
せ
替
え
ら
れ
、
虎
ノ

門
ヒ
ル
ズ
ま
で
の
道
の
り
は
子
供
た
ち
に

よ
り
曳
い
て
巡
行
さ
れ
ま
し
た
。

虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
か
ら
は
各
町
会
の
奉
仕
者

た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
神
輿
を
担
ぎ
上

げ
、
午
後
五
時
、
予
定
通
り
宮
入
り
さ
れ

ま
し
た
。

御
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
を
始
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）

三
浦
雄
一
郎
、
日
本
人
最
高
齢
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登
頂

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

松
下
電
器
産
業｢

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク｣
に
社
名
変
更

デ
ル
タ
航
空
と
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
合
併

バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
第
44
当
代
米
大
統
領
に
当
選

【
誕
生
】
寺
田
心

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

米
国
ボ
ー
イ
ン
グ
社
創
業
八
十
周
年

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ニ
ン
テ
ン
ド
ウ
64
発
売

原
爆
ド
ー
ム
、
世
界
遺
産
に
登
録

【
誕
生
】
大
原
櫻
子
・
小
松
菜
奈
・
池
田
エ
ラ
イ
ザ
・

高
杉
真
宙
・
白
井
健
三
・
横
浜
流
星
・
高
梨
沙
羅

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）

サ
ラ
エ
ボ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
夏
期
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ト
ヨ
タ
自
動
車
、
製
造
業
で
初
の
五
兆
円
企
業
に

日
本
の
平
均
寿
命
が
男
女
と
も
に
世
界
一
に

【
誕
生
】
水
嶋
ヒ
ロ
・
小
山
慶
一
郎
・
赤
西
仁
・
カ

ズ
レ
ー
ザ
ー
・
田
中
圭
・
橋
本
マ
ナ
ミ
・
速
水
も
こ

み
ち
・
ヘ
ン
リ
ー
英
国
王
子
・
生
田
斗
真
・
錦
戸
亮

昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）

旧
陸
軍
横
井
庄
一
さ
ん
、
グ
ア
ム
島
で
発
見

札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

連
合
赤
軍
に
よ
る
あ
さ
ま
山
荘
事
件

高
松
塚
古
墳
に
て
極
彩
色
壁
画
が
発
見

第
一
次
田
中
角
栄
内
閣
発
足

「
太
陽
に
吠
え
ろ
！
」
放
送
開
始

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

【
誕
生
】平
井
堅
・
大
森
南
朋
・
稲
森
い
ず
み
・
椿
鬼
奴
・

常
盤
貴
子
・
ケ
ン
ド
ー
コ
バ
ヤ
シ
・
谷
原
章
介
・
藤

木
直
人
・
中
居
正
広
・
土
田
晃
之
・
宮
川
大
輔
・
蜷

川
実
花
・
堀
江
貴
文
・
木
村
拓
哉
・
松
雪
泰
子
・
高

岡
早
紀
・
井
戸
田
潤
・
寺
島
し
の
ぶ

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

ア
フ
リ
カ
の
多
数
地
域
が
独
立
（
ア
フ
リ
カ
の
年
）

タ
カ
ラ
「
ダ
ッ
コ
ち
ゃ
ん
」
発
売

銀
座
東
急
ホ
テ
ル
開
業

チ
リ
地
震
発
生
、
日
本
に
も
津
波
被
害

呉
羽
化
学
工
業
か
ら
「
ク
レ
ラ
ッ
プ
」
発
売

森
永
製
菓
、
日
本
初
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
発
売

ロ
ー
マ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
放
送
開
始

石
原
裕
次
郎
、
北
原
三
枝
と
結
婚

【
誕
生
】
清
水
ミ
チ
コ
・
石
田
衣
良
・
庵
野
秀
明
・

荒
木
飛
呂
彦
・
浅
野
ゆ
う
子
・
船
越
英
一
郎
・
サ
ン

プ
ラ
ザ
中
野
く
ん
・
黒
木
瞳
・
千
住
明
・
佐
藤
浩
市

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

美
空
ひ
ば
り
歌
手
デ
ビ
ュ
ー

厚
生
省
、
母
子
手
帳
配
布
開
始

太
宰
治
、
玉
川
上
水
で
入
水
自
殺

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

日
本
初
の
プ
ロ
野
球
ナ
イ
タ
ー
開
催

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
、
二
度
目
の
来
日

【
誕
生
】
森
山
良
子
・
た
か
の
友
梨
・
毛
利
衛
・
北

原
照
久
・
吉
野
彰
・
鈴
木
宗
男
・
都
は
る
み
・
五
木

ひ
ろ
し
・
い
し
だ
あ
ゆ
み
・
沢
田
研
二
・
林
家
パ
ー
子
・

井
上
陽
水
・
マ
ッ
ク
赤
坂
・
オ
リ
ビ
ア
ニ
ュ
ー
ト
ン

＝
ジ
ョ
ン
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
英
国
皇
太
子
・
谷
村
新
司

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

二
・
二
六
事
件

日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
間
に
国
際
電
話
開
通

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

警
視
庁
、
赤
バ
イ
か
ら
白
バ
イ
に

国
会
議
事
堂
落
成

【
誕
生
】
市
原
悦
子
・
野
際
陽
子
・
長
嶋
茂
雄
・
北

島
三
郎
・
里
見
浩
太
朗

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

第
1
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
シ
ャ
モ
ニ
ー
大
会
開
幕

昭
和
天
皇
、
香
淳
皇
后
ご
結
婚

上
野
公
園
と
上
野
動
物
園
が
宮
内
省
よ
り
下
賜

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

日
本
で
メ
ー
ト
ル
法
採
用

阪
神
甲
子
園
球
場
落
成

明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
（
国
立
競
技
場
前
身
）
竣
工

【
誕
生
】
安
倍
晋
太
郎
・
相
田
み
つ
を
・
山
崎
豊
子
・

力
道
山

明
治
四
十
五
年
・
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

愛
新
覚
羅
溥
儀
、
清
朝
皇
帝
を
退
位

尾
崎
行
雄
、
ワ
シ
ン
ト
ン
市
に
三
千
本
の
桜
贈
る

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
沈
没

明
治
天
皇
崩
御
、
大
正
天
皇
即
位

乃
木
希
典
、
夫
人
と
と
も
に
殉
死

【
誕
生
】
高
山
辰
雄

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）

凸
版
印
刷
創
業

未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
公
布

パ
リ
万
国
博
覧
会
開
催

大
正
天
皇
、
貞
明
皇
后
ご
成
婚

西
久
保
八
幡
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